
寝殿造 書院造
成立年代 平安時代 室町時代
柱 円柱 角柱

ゆ か 板敷き 畳敷き詰め
天 井 なし あり
間仕切 少ない 多い
建 具 蔀(しとみ) 障子・襖
とこ・棚 なし あり
入 口 中門 式台・玄関

今西家は明治時代から東隣の
敷地で酒造業を営んできまし

た。「春鹿」は清酒発祥の地・奈良を
代表する日本酒のひとつです。
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東隣の町家は天保年間（1830
～44）頃の建築といわれてい

ます。太い格子に虫籠窓、軒先には酒
蔵のしるしの杉玉があります。奈良町
を代表する大規模な町家のひとつです。

町家

書院造の座敷の他にも、茶室、庭
園、東に隣接する町家や酒蔵など、
見どころいっぱい！

今西家書院は、町家ではありません。武
家・公家・僧侶・神官等の家と、町人が
暮らす町家、農民が暮らす農家は、つく
りが異なっていました。
書院造は、庶民の町家や農家にも広く取
り入れられます。しかし、玄関（主人や
客用の板間付き出入口）の設置や⾧押の
使用などは、庶民の家では明治になるま
で許されていませんでした。


